





























































































































































































































































































































































































































　平成 9 年度～11 年度の生涯教育総合課程自然環境
コース共通科目『地域自然誌』（川村・平吹担当）の中
で、仙台周辺地域の自然環境として、富谷・松島・七
北田丘陵の地形・地質・植生の概略的な特徴を解説し
た。その際、基礎的研究資料の一部を使用した。
　また、地域外ではあるが、同様の景観と土地利用の
変遷をたどっている仙台西方の高野原地域において、
平成11年度自然環境専攻科目『野外科学研究法』の一
部として、現地視察を実施した。この授業では、高野
図８　平成11年度公開講座における植生の観察(a)と地質の観察(b)のようす。
－ 96－
プロジェクト研究『宮城県の地域自然を生かしたフィールドミュージアムづくり（その１）－仙台北方丘陵の里山－』　報告
原地域に典型的にみられる段丘地形と近年の宅地開発
による土地改変について着目しながら、本プロジェク
トの基礎的研究と同様な手法で、古地図や空中写真な
どを使って地形変化などの判別作業を室内で行うとと
もに、現地で比高を計測し土地利用状況を確認する野
外作業などを行った。
ｄ．その他
　本プロジェクトに関連する学習会を２回催した。各分
担者が、仙台北方丘陵地域で行ってきた基礎的研究の内
容を紹介するとともに、それぞれの関連性について議論
しながら、環境教育での展開について話しあった。
５．課題と今後の展望
　本プロジェクトでは、環境教育実践研究センターが
構想するフィールドミュージアムの一つとして、仙台
北方の富谷丘陵～松島丘陵地域の自然環境について、
「里山」をキーワードに研究を行った。今回は、その第
一段階として基礎研究を重視し、丘陵の自然環境や社
会環境に関する現地調査や分析あるいは資料の収集と
解析を中心に行った。その結果、地形・地質・植生な
どの自然環境要素や土地利用変遷などの社会環境につ
いては資料が蓄積されて、それぞれの特性が次第に明
らかとなってきた。しかし、気候や生息動物などの自
然要素についてはまだ網羅できていない。また、この
地域の景観や土地利用は急速に変化しているため、そ
の変化を刻々記録収集しつつ分析を加えてゆかなけれ
ばならない。今後はこうした点もふまえて、地域の全
体像をおさえるとともに、その中から公開や教育素材
となりうる資料を精選しながら、さらに資料を追加し
てゆくことが必要であると考えている。
　一方、プロジェクト研究の柱の一つである、フィー
ルドミュージアムとして研究成果を公開して学校教育
での環境学習に資する点については、不十分なままと
なっている。前者については、蓄積された資料をイン
ターネットホームページ上で公開することが第一であ
り、そのためのコンテンツ化にまず取りかからなけれ
ばならない。実際の掲示の際には、丘陵の自然や社会
環境の現状を示す写真が効果的とみられるため、それ
を前提とした現地調査と画像の収集が必要といえる。
　実際の学校現場での教育実践を行う点ついては、対
象地域内に立地する小中学校や教育委員会と連携して、
地域の環境学習の題材として積極的に取りあげるよう
に働きかける必要があろう。その際には、学習のねら
いや背景を十分吟味した上で、本プロジェクトで蓄積
された資料を精選し、学区の地域特性を活かした素材
とオーダーメイドの学習プログラムを創出することが
重要である。その実践にあたっては、本学の学部学生
や大学院生（環境教育実践専修）の参画をぜひ進めて
ゆきたい。また、これまで実践を続けてきた公開講座
や自然観察会（一般市民対象）あるいは自然体験型学
習（本学学生や小中学生が対象）についても、その内
容をさらに吟味して、継続するつもりである。
　今回のプロジェクト研究でも明らかになったように、
仙台都市圏とそれを囲む丘陵地は全域にわたって、急
速に環境が変わりつつある。いずれの丘陵でも、かつ
ての里山が切り開かれて森林が荒廃し、それに替わっ
て、住宅地や工業団地、あるいはゴルフ場や産業廃棄
物処分場などになってきている。こうした丘陵地にお
いて環境教育を行ってゆく上で、今回のプロジェクト
研究の視座とそれに基づく教育的方法や実践などの多
くが適用され活用できるものと考えられる。そのため、
平成12年度から新たなプロジェクト『仙台圏の丘陵里
山における環境教育の展開』（平吹が代表）において、
上述のような本プロジェクトで残された課題を解決す
るとともに、さらに地域を広げて環境教育の展開をめ
ざしている。
　なお、本プロジェクトで行った基礎的研究および教
育実践に関わる詳細な報告は、機会を改めて公表する
予定である。
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